[調査研究活動報告] 中世・近世料紙の年代研究についての調査報告 by 井原 今朝男
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本紙＋裏打紙 高1.7 cm×横2.0 cm
厚さ0.55 mm，重さ22.25 mg（風乾重量）
本紙 厚さ0.15〜0.18 mm，重さ13.09 mg
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（1）真言院兵士注文断片 測定機関番号 炭素14年代 較正年代（確率）
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かと予測されていたものが，今回の炭素 14 年代測定では 1290〜1405 年という数値がでて，予想以
上に古い鎌倉期のものである可能性がでてきた。







　なお，本料紙の AMS–炭素 14 年代測定は，自然科学分野の共同研究の結果によるものである。
測定資料の調製は国立歴史民俗博物館の坂本稔准教授が実施し，測定は東京大学タンデム加速器研
表4　柳原則光関係資料，九条道房関係資料断片の炭素14年代測定結果
（2）柳原則光関係資料 測定機関番号 炭素14年代 較正年代（確率）
AD 1660〜1705 （17.4%）








ハ　大自在天 MTC–10990 250±45 14C BP AD 1615〜1685 （36.9%）
AD 1735〜1805 （23.7%）
AD 1930〜1955 （7.1%）
ニ　従五位聞書案 MTC–10991 335±45 14C BP AD 1460〜1645 （95.4%）
（イ–①白紙は前処理の結果十分な量を確保できず，測定に至らず）
（3）九条道房関係資料修理 測定機関番号 炭素14年代 較正年代（確率）
AD 1655〜1710 （18.7%）
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（2011 年 7 月 14 日受付，2012 年 3 月 16 日審査終了）
